
千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、千葉市動物公園（以下「動物公園」という。）での実習の実施に関して必

要な事項を定めることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「実習」とは、次の項に掲げるものをいう。 

(1) 飼育実習   動物の飼育管理に関する実習 

(2) 学芸員実習  学芸員カリキュラムにおける博物館実習 

(3) 獣医実習   診療業務に関する実習 

(4) 特別実習   学生の卒業論文等のため実習、又は特別な研究目的による実習  

(5) 教職員実習  学校の教論等資質向上のための実習  

(6) 職場体験実習 動物の飼育管理を通じて就労体験をする実習   

(7) 職場訪問     動物園の仕事についての学習、施設等の見学または動物についての学習               

（実習の受け入れ） 

第３条 動物公園での実習を願い出た者に対し、その目的が妥当と認められた場合、一定の条件

下に於いて、これを許可する。また、受け入れ人数は各実習において、下記のとおり年間の上

限定員数を定める。 

(1) 飼育実習       ３名まで 

(2) 学芸員実習   ３名まで 

(3) 獣医実習    ３名まで 

(4) 特別実習    ３名まで 

(5) 教職員実習   ３名まで 

(6) 職場体験実習  ２０名まで（中学校・１校２名まで） 

           ４名まで（高等学校・１校２名まで） 

(7) 職場訪問        １０名程度まで 

（実習資格） 

第４条 各実習を希望する者（以下「実習生」という。）は次の各号いずれかに該当する者とす

る。 

(1) 飼育実習 

① 動物園関係者 動物園又は水族館等に勤務、あるいは採用が内定している者で当該園館長

より公式の願出のあった者。（例外として、第３条の上限定員数に含まないものとする） 

② 学生 大学及び専門学校等に在籍し、動物又は動物園に関係ある学科を専攻している者で

当該学校の学長、学部長、主任教授等より公式の願出のあった者。ただし、実習が学科単位と

して認められることを条件とする。なお関係学科とは動物学、獣医学、博物館学、畜産学、水

産学等をさす。 

③ 研究者 学術研究の目的で実習を希望する者で、その研究が当園の事業目的に適合し、か

つ本人の身元が確実で、その研究機関より公式な推薦のあった者。 

(2) 学芸員実習 

博物館法（昭和２６年１２月１日法律第２８５号）第５条及び第２９条に則り、学芸員の資格

を目指す者で、博物館実習の単位を取得する目的の者。 

(3) 獣医実習 

大学の獣医学部に所属する者のうち、４年次までの学科科目及び実習科目を満了した者で、当

該大学の学長、学部長、主任教授等により公式の願出のあった者。実習が学科単位として認め

られることを条件とする。 

(4) 特別実習                                    

大学及び研究機関等に在籍し、学生の卒業論文等のため実習、又は特別な研究目的による実習

を希望する者。 

(5) 教職員実習 

千葉県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学のいずれかの教職員で当該校長よ

り公式の願出のあった者。 



(6) 職場体験実習  

千葉市内の中学校、高等学校の生徒で学校の授業の一環として就労体験を希望する者。 

(7) 職場訪問 

小学校、中学校、高等学校などの児童・生徒で学校の授業の一環として動物園の仕事について

職員の話を希望する者。 

（実習期間） 

第５条 実習期間については、次の各号の通りとする。 

(1) 飼育実習 

実習の期間は単位取得に必要な最低日数を下限とし、最大２０日までとする。 

(2) 学芸員実習 

実習の期間は博物館法及び博物館法施行規則（昭和３０年１０月４日文部省令第２４号）で定

める博物館実習の単位取得に必要な最低日数を下限とし、最大２０日までとする。 

(3) 獣医実習 

実習の期間は単位取得に必要な最低日数を下限とし、最大２０日までとする。 

(4) 特別実習 

実習の期間は１カ年を限度として許可する。ただし、1カ年以上の研究が必要な場合は認めら

れた1カ年の終了期日の１カ月前までに、各申請書を再度提出することにより、これを1カ年更

新することができる。 

(5) 教職員実習 

実習の期間は教育委員会等で定められた研修の最低日数を下限とし、1週間までとする。 

(6) 職場体験実習 

実習の期間は1週間を限度として許可する。 

(7) 職場訪問 

訪問の時間は午後１時００分から午後２時００分までの１時間程度、ただし事情によっては、

訪問時間の変更も出来る。 

 （申請の受付） 

第６条 各実習の受付は毎年４月１０日、午前９時００分から電話での受付を開始し仮予約を受

付ける。また、仮予約受付後は速やかに申請書を動物公園園長（以下「園長」という。）に申

請し、許可を得ねばならない。 

 （申請書の受付期間） 

第７条 申請書の受付期間は当該年度の２月末までとし、各実習の受付は先着順に上限定員数を

満たした時点で締切とする。 

   (受付の制限) 

第８条 職場体験実習の受け入れは、同じ学校の場合、２年連続の受け入れは不可とする。また、

職場体験実習の希望日が重複した場合、先着順に３校までとする。  

（実習の申請） 

第９条 実習にあたり実習生は、千葉市動物公園実習等申請書（以下「申請書」という。）（様

式第１号から様式第７号のいずれか）に必要事項を記入し、園長に申請、許可を得ねばならな

い。 

 （実習の事前打ち合わせ） 

第１０条 実習にあたり実習生は実習の予定日1カ月前までに、動物公園に来園し、事前打合わ

せを受け、実習の注意事項及び各申請書類の説明を受けなければならない。なお、遠方の実習

生で１カ月前までに事前打合わせを行うために来園することが困難な学生についは、救済措置

として実習日前日に事前打合わせを行うことを認める。（第２条（７）に該当する者は事前打

ち合わせを免除する） 

 （実習生の協定） 

第１１条 事前打ち合わせを行った実習生は、千葉市動物公園飼育実習等に関する協定書（以下

「協定書」という。）（様式第８号）２通を所属する学校に提出。当該学校は必要事項を記入

し、校長もしくは学長の印鑑を押印した協定書２通を園長あてに申請、許可を得なければなら

ない。（第２条（７）に該当する物は協定書の提出を免除する） 

 



 

（実習の誓約） 

第１２条 事前打ち合わせを行った実習生は、誓約書（以下「誓約書」という。）（様式第９号）

に必要事項を記入し、園長あてに申請、許可を得なければならない。（第２条（７）に該当す

る物は誓約書の提出を免除する） 

 （協定書・誓約書の提出期限） 

第１３条 協定書及び誓約書の提出期限は実習日前日までとする。 

（実習生の指導） 

第１４条 実習生の指導は、その実習目的等により、当該担当職員が定め決裁にて園長の承認を

得るものとする。 

（実習の中止） 

第１５条 実習生は、職員の指示に従い、誠実に実習を受けなければならない。これに反した場

合、実習に支障をきたすと判断された場合は、実習は打ち切られるものとする。また、園の事

情によりやむを得ず中止する場合がある。 

（通行許可証） 

第１６条 実習生は、園の発行する通行許可証を実習期間中貸与され、この許可証を持って園へ

の通行を許可される。また、実習最終日に通行許可証を返却するものとする。（第２条(６)

（７）に該当する者を除く） 

 （実習生の権利、義務） 

第１７条 実習生は権利と義務については次の通りとする。 

(1) 実習生は、期間中実習生として指導を受ける他は何ら特権を有しない。 

(2) 実習生は、実習を受けた結果として何ら権利、特典を生じない。 

(3) 実習生は、実習中に知り得た公務に関する秘密を漏洩してはならない。 

(4) 実習生が、期間中に負傷疾病などの事故にあっても当園側に補償責任は一切生じない。 

(5) 実習中、実習生の故意又は重大な過失により当園に損害を与えた場合、本人又は依頼者の

責任に於いて賠償する。その内容については、その都度園と協議の上決定する。 

 

附則 

この要綱は昭和６３年３月１日から施行する。 

 

附則 

この要綱は平成２５年５月１日から施行する。 

 

附則 

この要綱は令和２年４月１日から施行する。 



 様式第１号 

 

千葉市動物公園 飼育実習申請書 

 

  年  月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

     教育機関名 

     代表者 職名 

      氏名         (※) 
(※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 

 

 千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 実習を希望する学生等 

学部・学科等 氏 名
ふ り が な

 

 

 
 

 

２ 飼育実習制度について 

制度の有無   有  ・  無  （いずれかを○で囲んでください。） 

実習制度概要（単位認定等）※制度がない場合は学生等を推薦する理由を記載してください。  

      

 

 

 

３ 担当者について 

部署名 
 

担当者職・氏名 
 

教育機関 

所在地 

〒 

 

連絡先電話番号  担当者Ｅメール  

 

４ 実習希望期間、実習目的 

実習希望期間  月  日頃～  月  日頃まで （実習期間は２０日以内） 

実習目的（動物園で実習したい理由、実習において取り組みたいことなどお書きください。） 

 

 

 



様式第２号 

 

千葉市動物公園 学芸員実習申請書 

 

  年  月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

     教育機関名 

     代表者 職名 

      氏名         (※) 
(※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 

 

 千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 実習を希望する学生等 

学部・学科等 氏 名
ふ り が な

 

 

 
 

 

２ 学芸員実習制度について 

制度の有無   有  ・  無  （いずれかを○で囲んでください。） 

実習制度概要（単位認定等）※制度がない場合は学生等を推薦する理由を記載してください。  

      

 

 

 

３ 担当者について 

部署名 
 

担当者職・氏名 
 

教育機関 

所在地 

〒 

 

連絡先電話番号  担当者Ｅメール  

 

４ 実習希望期間、実習目的 

実習希望期間  月  日頃～  月  日頃まで （実習期間は２０日以内） 

実習目的（動物園で実習したい理由、実習において取り組みたいことなどお書きください。） 

 

 

 



様式第３号 

 

千葉市動物公園 獣医実習申請書 

 

  年  月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

     教育機関名 

     代表者 職名 

      氏名         (※) 
                                (※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 
  

千葉市動物公園飼育実習等取扱綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 実習を希望する学生等 

学部・学科等 氏 名
ふ り が な

 

 

 
 

 

２ 獣医実習制度について 

制度の有無   有  ・  無  （いずれかを○で囲んでください。） 

実習制度概要（単位認定等）※制度がない場合は学生等を推薦する理由を記載してください。  

      

 

 

 

３ 担当者について 

部署名 
 

担当者職・氏名 
 

教育機関 

所在地 

〒 

 

連絡先電話番号  担当者Ｅメール  

 

４ 実習希望期間、実習目的 

実習希望期間  月  日頃～  月  日頃まで （実習期間は２０日以内） 

実習目的（動物園で実習したい理由、実習において取り組みたいことなどお書きください。） 

 

 

 



様式第４号 

千葉市動物公園 特別実習申請書 

 

  年  月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

    教育機関・研究機関名 

    代表者         職名 

        氏名         (※) 
                                (※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 
  

千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 実習を希望する学生等 

学部・学科等 氏 名
ふ り が な

 

 

 
 

 

２ 特別実習制度について 

制度の有無   有  ・  無  （いずれかを○で囲んでください。） 

実習制度概要（単位認定等）※制度がない場合は学生等を推薦する理由を記載してください。  

      

 

 

 

３ 担当者について 

部署名 
 

担当者職・氏名 
 

教育機関 

所在地 

〒 

 

連絡先電話番号  担当者Ｅメール  

 

４ 実習希望期間、実習目的 

実習希望期間  月  日頃～  月  日頃まで （実習期間は１カ年以内） 

実習目的（動物園で実習したい理由、実習において取り組みたいことなどお書きください。） 

 

 

   



様式第５号 

 

千葉市動物公園 教職員実習申請書 

 

  年  月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

     教育機関名 

     代表者 職名 

      氏名         (※) 
                                (※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 
  

千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 実習を希望する教職員 

担当教科・学年等 氏 名
ふ り が な

 

 

 
 

 

２ 教職員実習制度について 

制度の有無   有  ・  無  （いずれかを○で囲んでください。） 

実習制度概要（研修名等） 

      

 

 

 

３ 担当者について 

部署名 
 

担当者職・氏名 
 

教育機関 

所在地 

〒 

 

連絡先電話番号  担当者Ｅメール  

 

４ 実習希望期間、実習目的 

実習希望期間  月  日頃～  月  日頃まで （実習期間は１週間以内） 

実習目的（動物園で実習したい理由、実習において取り組みたいことなどお書きください。） 

 

 

 



 

様式第６号 

千葉市動物公園 職場体験実習申請書 

 
                                    年   月  日 

 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

 

 

 

学校名 

 

       校長名             (※)   
                      (※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 

 

千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

 

記 
 

１ 目  的 

 

 

２ 期  間       年  月  日（ ）～     年  月  日（ ）計  日間 

 

 

３ 実習時間 

 

 

４ 対象生徒     年生  名 

 

 

５ 体験実習の内容 

 

 

６ 事前打合せ 

 

 

７ その他 

 

 

 

 

 

  担当者                

住所                 

   電話                 

                           FAX  

  

 



様式第７号 

千葉市動物公園 職場訪問申請書 

 

   年   月   日 

（あて先）千葉市動物公園長 

 

 千葉市動物公園飼育実習等取扱要綱第９条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

                        学校名 

 

                    校長名                (※) 

(※)本人が手書きしない場合は、記名押印して下さい。 

学校住所（〒       ） 

 

電話番号     （   ） 

ＦＡＸ      （   ） 

担任（担当）教諭名 

 

担任（担当）連絡先 

固定電話     （   ） 

携帯電話     （   ） 

ｅ-mail 

訪問日 

        年  月  日（  ） ※訪問の時間は業務の都合上、１３：００～１４：００にお願いします。 

                         この時間帯が不可能な場合はご相談ください。 

訪問者名 学年 

１   

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

１０   

１０名以上の場合は別紙に記入し提出してください。 

訪問者内訳                                    名 

 

訪問目的 

 

 

 

 

 

特記事項  

※ 記入は担当の教諭にお願いします。電話での事前の申し込みがない場合は受け付けません。             



                                                  

様式第８号 

千葉市動物公園飼育実習等に関する協定書 

 

 

 千葉市動物公園（以下「甲」という。）と        （以下「乙」という。）の間におい

て、以下のとおり、乙の飼育実習等受入れに関する協定を締結する。 

 

（実習生の受入れ） 

第１条  甲は、乙に所属する学生等の職業意識の向上及び動物公園事業に対する理解を深める

ことを目的として、乙に所属する別紙実習生名簿記載の学生等を実習生として受け入れるも

のとする。 

（実習期間） 

第２条  実習生が実習を行う期間は、甲が指定する。 

（実習時間） 

第３条  実習期間における１日の実習時間は、原則として午前８時３０分から午後４時００分

までとし、実習時間の途中に１時間の休憩時間を置くものとする。 

（実習内容） 

第４条  実習内容は、甲が作成したカリキュラムとする。 

（実習生の身分） 

第５条  実習生は、乙の学生等としての身分を有する。 

（報酬及び費用弁償） 

第６条  甲は、実習生に対して、賃金、報酬、手当、旅費その他一切の金品を支給 

 しない。 

（実習に専念する義務） 

第７条  実習生は、千葉市職員の指示に従い、実習時間中は実習に専念しなければならない。 

（法令遵守義務） 

第８条 実習生は、実習期間中は、千葉市職員が遵守すべき法令、条例等を遵守しなければなら

ない。 

（信用失墜行為の禁止） 

第９条 実習生は、市の職務の信用を傷つけ、又は不名誉となる行為をしてはならない。 

 （秘密を守る義務） 

第１０条 実習生は、実習上知り得た秘密を漏らしてはならない。実習終了後においても同様と

する。 

２ 実習生は、個人情報の取扱いについて、次の各号を遵守しなければならない。 

（１） 実習生は、この実習に関して知り得た個人情報を実習を行うため以外に使用し、又は第三

者に引き渡してはならない。また、個人情報を使用する場所についても甲の指示によることと

する。 

（２） 実習生は、甲の指示又は承諾があるときを除き、この実習を行うために甲から貸与された個

人情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。 

３ 実習生は、実習の成果として論文等を外部に発表しようとする場合は、事前に動物公園長の

承認を得なければならない。 

（実習中における事故の責任等） 

第１１条 乙及び実習生は、実習期間中の事故等に備えて、傷害保険及び賠償責任保険に加入し

なければならない。 

２ 甲は、実習受入先での安全確保にあたることとし、実習中及び実習先との往復途上における

事故に関しては、乙及び実習生は自らの責任において対応しなければならない。 

３ 実習生が、故意又は過失により市に損害を与えたときは、乙及び実習生は、市に対しその損

害を賠償しなければならない。 

４ 実習生が第三者に与えた損害等に関しては、市は一切の責任を負わない。 

５ 実習生が第三者に与えた損害等により、市が第三者に対し損害賠償の責を負った場合は、乙



及び実習生は当該賠償により市が被った損害の補填をしなければならない。 

（実習生の提出書類） 

第１２条 実習生は、前５条の規定を遵守するため、甲に対して誓約書を事前に提出しなければ

ならない。 

 （実習の中止） 

第１３条 甲は、実習生が前６条の規定に違反する行為を行ったときは、実習生の実習を中止す

ることができる。 

（実習の証明） 

第１４条 甲は、乙が実習内容等について証明を求めたときはこれを行うものとする。 

（有効期間） 

第１５条 この協定の有効期間は、協定締結の日から当該年度の３月３１日までとする。 

（その他） 

第１６条 この協定書に定めのない事項及び疑義が生じたとき、又は改正の必要が生じたときは、

甲、乙協議の上決定するものとする。 

 

 

 本協定の締結を証するため、本協定書を２通作成し、甲、乙それぞれ記名捺印の上、それぞれ

１通を保管するものとする。 

 

 

 

 

 

 

     年  月  日 

 

 

       甲                 

                     ○印  

  

 

                  乙                          

         ○印  



様式第９号 

 

誓 約 書 

 

                            年  月  日 

 

 （あて先）千葉市動物公園長 

 

                  教育機関名            
                       
                  住   所 

                  氏   名           

 

 

 私は、千葉市動物公園において飼育実習等を受けるにあたり、下記の事項を遵守することを誓

約します。 

 

記 
 

１ 千葉市職員の指示に従い、実習期間中は実習に専念します。 

 

２ 実習期間中は、千葉市職員が遵守すべき法令、条例等を遵守します。 

 

３ 千葉市の職務の信用を傷つけ、又は不名誉となる行為を行いません。 

 

４ 実習上知り得た秘密を漏らすことはいたしません。また、個人情報の取扱いについては、次

の事項を遵守します。なお、実習終了後も同様といたします。 

 （１） この実習に関して知り得た個人情報を実習以外に使用し、又は第三者に引き渡すこと

はいたしません。また、個人情報を使用する場所についても千葉市の指示によることと

します。 

 （２） 千葉市の指示又は承諾があるときを除き、この実習を行うために千葉市から貸与され

た個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製することはいたしません。 

 

５ 実習の成果として論文等を外部に発表しようとする場合は、事前に千葉市動物公園長の承認

を得ることとします。 

 

６（１） 実習期間中の事故等に備えて、傷害保険及び賠償責任保険に加入します。 

（２） 実習中及び実習先との往復途上における事故に関しては、自らの責任において対応し

ます。 

（３）  故意又は過失により千葉市に損害を与えたときは、その損害を賠償します。 

 （４） 第三者に与えた損害についても、責任の一切を負うこととします。 

 （５） 第三者に与えた損害等により、千葉市が第三者に対し損害賠償の責を負った場合は、

千葉市が被った損害の補填をします。 
 


